
第４回アフリカ開発会議及びポート・タウン・フェスティバルについて

１　第4回アフリカ開発会議

第４回アフリカ開発会議の概要
・参加国数等：85(アフリカ諸国：51 うち元首・首脳参加：40)
・参加した国際機関：世界銀行など７５
・参加者数：約3000人(メディアを除く)

(1)　広報PR、関連イベント開催
　 【主なもの】
　　ア　アフリカ月間

アフリカ関連の多彩なイベントを集中的に開催・ＰＲ
　　イ　「一校一国」運動

アフリカの駐日大使館がある３５か国について、市立小学校５５校が大使館やＪＩＣＡ
　　　（国際協力機構）、ＪＯＣＡ（青年海外協力協会）等と交流し、アフリカ各国について勉強
　　ウ　「一駅一国」運動

市営地下鉄の全駅で、アフリカ諸国の国旗等を展示。一部の駅ではイベントも実施。
　　エ 「アフリカのハラペコを救え。」キャンペーン

アフリカを支援することを表示した商品の売上の一部などを WFP(国連世界食糧計画)
　　　 の学校給食プログラムを活用して寄付。(16団体・約700店)

(2)　会議開催支援
 　ア　外務大臣・横浜市長共催歓迎レセプション (5月27日夜・約1000人)

 　イ　同伴者プログラムの実施 (5月29日・13国の同伴者等が参加)
横浜商業高校視察、横浜市主催昼食会、三溪園視察

　 ウ　野口英世アフリカ賞関連行事 (5月28日)
　  　・記念碑除幕式、受賞者記者会見 (長浜野口記念公園)

 　エ　視察プログラム(メディア関係者・各国随行者向け)の実施 (5月27日～30日)
　 　 ・先進的な技術を持つ市内企業等の工場・研究所等

(火力発電所、自動車工場など)
　 　 ・本市施設 　　22コース　約100人が参加

(浄水場、水再生センター、資源循環局工場など)
 　　 ・その他市内施設

(三溪園、開港資料館、野口英世関連施設など)

 　オ 「環境行動都市・横浜」の紹介 (5月27日～30日)
　 　　CO-DO 30をはじめとする本市取組等の紹介、エコカーの展示・試乗

 　カ　消防・救急など危機管理体制の構築
　 　　約1400人・24時間体制の警戒本部体制

(３)　アフリカ諸国を対象にした技術支援の開始
 　 J I CA(国際協力機構)との連携により、今年度から3年間行います。
　 　ア 動物の飼育繁殖技術者研修 (環境創造局)
　 　イ 港湾技術者研修 (港湾局)
　 　ウ 水道技術者研修 (水道局)
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開港150周年・創造都市事業本部



２ ポート・タウン・フェスティバル ～開港５都市 出航前夜祭～ 

ポート・タウン・フェスティバルの概要 

・安政の 5 カ国条約締結 150 周年を記念して開港 5 都市（函館・新

潟・横浜・神戸・長崎）と条約相手 5 カ国（米・蘭・露・英・仏）が

連携して行うイベント 

 

 

 

 

 

(1) 開港５都市市民会議 

ア  環境市民会議(赤レンガ倉庫１号館３階ホール)       [６月 14 日(土) 13:30～] 

・第１部：講演「市民で主導する温暖化対策」 

       有限責任中間法人 日本カーボンオフセット代表理事 末吉竹二郎氏 

・第２部：各都市市民団体によるパネルディスカッション 

「市民環境行動で創るカーボンオフセットの都市づくりとは？」 

イ 観光市民会議(横浜市開港記念会館)            [６月 20 日(金) 13:30～] 

・第１部：３つの分科会で討議 

- 歴史的資産の活かし方  

- 観光客が求めるボランティアガイドについて 

- バリアフリーガイド（外国人観光者への対応）について 

・第２部：対談「私の街の楽しい歩き方」 

   エッセイスト・森まゆみ氏、建築写真家・増田彰久氏 

 

(2) 開港５都市市長会議(赤レンガ倉庫１号館３階ホール)     [21 日(土) 13:00～] 

  ５都市で行った市民アンケートの結果を反映した議題（環境・観光）についての５市

長によるパネルディスカッション 

 

(3) ５都市５カ国歴史文化展示(赤レンガ倉庫１号館1階・2階)  [14日(土)～22日(日)] 

横浜の開港から 150 年の歴史、海外からの文化交流などを紹介する他、各都市や各

国の文化・歴史・観光などを紹介 

 

(4) 赤レンガ広場交流イベント（赤レンガ倉庫イベント広場）    [20 日(金)～22 日(日)] 

ア 開港５都市５カ国飲食・物販展 

イ もののはじめコーナー 

ウ 市民団体などの活動紹介ブース 

  ・ 環境・観光の市民団体が日頃の活動を発表 

  ・ 開港１５０周年記念事業・創造都市の他、CO-DO30 や G3０のＰＲ 

エ ステージゾーン                     [21 日(土)・22 日(日)] 

  （ア）高校生我が街プレゼンテーション 

     開港５都市の高校生による我が街自慢をステージで披露 

  （イ）各都市文化芸能ステージ 

     各都市の伝統芸能等をステージで披露 



                                    

≪条約相手５カ国の展示≫ 

 

     

  

     

       

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報道写真家・庄司博彦氏が進めている非営利活動「ワールドチルドレン フォ

トプロジェクト」米国編の写真展。これまでに世界 11 ヵ国で写真教室を行った

同氏によるギャラリートークも連日 14 時・15 時・16 時開催予定】 

《ニューヨークの子ども達が撮った平和》 

 

【オランダのスパーケンブルグという町の伝統衣装が消えゆこうとして 

います。この伝統衣装の紹介とこの伝統衣装の影響を受けたデザイン 

の作品などを展示】 

《伝統とインスピレーション》

 

【ロシア使節団随行員モジャイスキーによる開港各地を描いた作品や 

ロシア国立図書館所蔵のニコライ皇太子外遊資料などの交流の歴史。 

日本のバレエの祖であるエリアナ･パブロワを紹介】 

《日ロの国交から交流の幕開け》 

UK-JAPAN 2008 と 

英国のバイオメディカル写真展》 

【駐日英国大使館とブリティッシュ・カウンシルが開催するＵＫ-JAPAN  

2008 の紹介と 100 万分の１の世界を写したバイオ医学写真展を開催！ 

科学研究過程で撮影された、ミクロの世界などを紹介】 写真提供 
 Wellcome 

 

【フランス大使館と横浜日仏学院の協力により、フランス国立ギメ東洋 

美術館所蔵の彩色された日本の明治時代の写真を展示。ヨーロッパ 

の写真と日本の彩色技術の融合が明治の様子を現代に蘇らせます】 

《欧州の写真家が捉えた日本の明治》

《日本オランダ年 2008-2009 特別企画》 

・ロッテルダム･フィルハーモニー管弦楽団 クラシックコンサート 
6/17(火) 日本オランダ年／日蘭修好通商条約 150 周年を記念して、 
ポート･タウン･フェスティバルの期間に合わせて、「みなとみらい 
ホール」で開催します。（有料イベント） 

・ＥＵをイメージする２８頭のカウパレード 
オランダの酪農を代表する牛の等身大の像２８体が 
EU 諸国の国柄を身にまとい、横浜赤レンガ倉庫の周り 
を彩ります。(屋外展示：無料 6/14～22)
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